子撫地区意見交換概要

　日時　平成24年7月17日　19：30～
　場所　東部公民館

　出席　38人

問　定住促進対策の助成制度について、他市町村と比べてどうか教えてほしい。
答　県内で一番だと思っている。ただ、他市でも当市に倣い同じような取り組みを始めたところもある。今後は、子育て支援をパッケージにしてアピールしたい。
問　田川地内の市道六郎谷線は、斎場へ向かう道としても利用されているが曲がりくねっているので、谷内川の改修後には改善をお願いしたい。

答　田川六郎谷線は、谷内川竣工の平成26年度以降の対応になる。今の段階では、はっきりした対応時期は言えない。

問　観光資源としての稲葉山については、動物広場や風車のある山頂部分だけでなく麓の部分も、山歩きのベースキャンプやバーベキュー、パークゴルフ場として活用できないか。

答　斎場周辺の市有地の有効活用については、提案の件も含めいずれ意見を聞かせてもらう時期が来るかもしれない。現時点では企業誘致の適地として提示している箇所である。
問　東部小学校は地区の中心であり、以前から存続をお願いしている。桜町ニュータウンができて、新たに世帯が増え活気がでてきた。ニュータウンから畠中や東部保育所への道路を整備し、新たに住宅団地をつくれば定住する人が増えるのではないか。
答　東部小学校の統合については複式学級になった場合には検討する。当校下は魅力ある地区になっていくと確信しており、道路整備についてはマスタープラン見直しの中で検討したい。
問　小矢部市には分娩できる施設がない。また、救急搬送などで北陸中央病院があまり活用されていない。安心して暮らすために改善をお願いしたい。
答　北陸中央病院が分娩を取り止めて相当年月が経っている。新設の助成制度は北陸中央病院も視野に入れた制度であり、院長とも協力していくことを話した。　　

医療全体では砺波医療圏を構築し、市民の負担にならないよう協力していく。
問　朝のサイレンは、6時から7時に変更できないか。

答　検討してみる。

問　先般、高岡市で市民の要望により二宮金次郎の銅像が建てられたとか。

答　高岡市に建立されたのは大谷勇氏が寄贈されたもの。小矢部市も同氏から寄贈いただいている。

問　タウンミーティングでの予算関係資料は大変見やすい。以前に家庭に配られた資料は厚くて読みにくいのでは。
答　「みんなで考えよう小矢部の予算」は、中学生でも分かるような予算書を配布したいという思いで取り組み、一定の評価をいただいているのでもう少し続けたい。
問　中学生以下の医療費無料に大変感謝しているが、1歳以上は登録外の病院では立替払いとなるため改善をお願いしたい。

答　今後の課題として、砺波医療圏でも検討していきたい。

問　産婦人科を開業するには小児科が絶対必要になる。北陸中央病院では小児科も閉鎖しているので、それも含めて実現してほしい。
答　出生数が減っており、事業としてみた場合に成り立たないという側面もある。今回の助成制度が呼び水となって、小矢部市内でぜひ実現されればと思う。
問　アートハウス建設について、提言にあるようにセンター機能を持ち、市民に開かれた開放的な施設ということであれば文化の拠点として良いと思う。
答　皆が集い、刺激し合える施設というのは魅力的だと思う。

問　川原町から東部保育所への幹線道路を早急に整備してほしい。

答　マスタープラン見直しの中で検討したい。
問　稲葉山に大型バスが通れるよう整備してほしい。
答　稲葉山は、去年、4万人の観光客が訪れている。アクセス道路については、色々課題もあるが検討していきたい。

問　道の駅に観光バスがあまり来ていないようだが。

答　入込数自体は、当初予想を大幅に上回り年間50万人が訪れている。観光バスは確かに少ないので、イベントなどを仕掛けていきたい。
